
補聴器補助申請の流れ（判定会参加が必要） 

 

① 購入業者を決め、申請書に記入し、高松市に提出する。 

（別紙、補装具の購入・修理登録業者一覧あり） 

添付書類： 

・イヤモールドの支給を希望する場合、「イヤモールド調査書」 

※判定会においてイヤモールドの支給が必要と判断された場合も提出が必要です。 

・両耳（２個）支給を希望する場合、「複数支給希望理由書」 

※原則片耳（１個）支給です。理由書の内容を確認後、判定会において支給内容を決定します。

なお、理由書の提出により必ずしも両耳（２個）支給ができるものではありません。 

↓ 

② 高松市に、判定会の予約する日を決め、連絡する。 

※ 判定会・・・毎月第１、３火曜日に、田村町のリハビリテーションセンターで、香川県障害福祉相

談所が行っている定期相談。【高松市を通して事前予約が必要】 

※ 判定会の２週間前までに予約をする。（定員になり次第、受付が終了している場合があります。） 

近日の予約可能な判定会の予定 

  月  日 ⇒   月  日までに障がい福祉課に連絡が必要 

  月  日 ⇒   月  日までに障がい福祉課に連絡が必要 

  月  日 ⇒   月  日までに障がい福祉課に連絡が必要 

③判定会（田村町のリハビリテーションセンター内）に参加する。（購入業者も参加） 

↓ 

④判定会後は、高松市から決定通知が届くのを待ち、高松市から決定通知と支給券及び委任状が届いた

ら、業者に印鑑と一緒に持って行き、支給券と品物を交換する。利用者の負担がある場合は、購入業者へ

支払う。 

 

（補足） 

 ※ 決定前に補聴器を購入すると、補助の対象外になります。 

※ 高松市に書類を提出する際は、郵送可能です。 

※ 判定会は、高松市障がい福祉課を通して事前の予約が必要です。 

※ 利用者の負担は、原則として基準額の１割＋基準額の超過分になります。ただし、市民税の課

税状況などに応じて、上限額が設けられます。 

※ 世帯の中で市町村民税所得割が最も多い方の税額が４６万円以上の場合、補装具の給付の対

象外になります。 

※ 不明な点がございましたら、高松市役所障がい福祉課まで、御連絡ください。 
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